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別記５ 
植  栽  管  理  基  準 

 
 （注）この基準は、植栽管理を行ううえでの目安を示すものであり、良好な状態が維持され

れば、必ずしもこれに拘束されるものではありません。 

次のとおり、植栽管理を行うものとし、管理基準は別記５付表「植栽管理基準内訳書」のと

おりとする。 

１ 芝生管理 
(1) 刈込み 

  ・ 芝生地内にある石、あき缶等障害物はあらかじめ取り除く。 

  ・ 芝生地内にある樹木、草花、施設等を損傷しないよう注意し、刈むら、刈残しのない

よう均一に刈込む。 

・ 樹木の根際、さく類のまわり等機械刈りの不適当または不能の場所は手刈りとする。 

・ 縁切りは、寄植え、施設等にほふく茎が侵入しないよう、寄植類にあっては、樹冠の

垂直投影線より 10cm 程度外側で垂直に切込み、せん除する。 

・ 刈り取った芝は、速やかに運搬・処理するとともに、刈り跡はきれいに清掃する。 

・ 集積した刈草は、園外の処理施設に運搬し、適切に処理を行うものとする。 

(2) 除草 

 ・ 芝生を傷めないよう、除草器具等を用いて根より丁寧に抜き取る。 

 ・ 抜き取った雑草は速やかに運搬・処理するとともに、除草跡はきれいに清掃する。 
 
２ 樹木管理 

 (1) 整姿（軽）剪定 

・ 全本数の１％を目安として整姿（軽）剪定を行うものとする。 

・ 伸長した枝のみを切り詰め、樹冠の外観的な乱れを整える。 

・ 枝葉の込みすぎによる枯損枝の発生を防止する。 

・ 枝の伸長による園路通行等の障害を解消する。 

・ 台風等による倒木等を予防する。 

・ 剪定した枝葉は速やかに運搬・処理するものとする。 

・ アメリカシロヒトリ、チャケムシ等の幼令期に枝葉に集団で生活している虫の場合

は、この部分の枝葉を幼虫が落下しないよう注意深く切り取り、速やかに処分する。 

 (2) 下草刈り 

  ・ 樹木帯の除草を行うものとする。 

  ・ 芝生を傷めないよう、除草器具等を用いて根より丁寧に抜き取る。 

・ 抜き取った雑草は速やかに運搬・処理するとともに、除草跡はきれいに清掃する。 
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別記５　付表

種別 細別 規格 単位 数量 頻度 場所 備考

芝生管理工
芝刈り（運搬・処分
含む）

ハンドガイド式、肩掛式
（※）

㎡ 132,792 １回/年 別図４参照

針葉樹
幹周15㎝未満

本 80 １回/年 全本数8,019本の１%剪定

常緑樹
幹周15㎝未満

本 20 １回/年 全本数1,979本の１%剪定

落葉樹
幹周15㎝未満

本 29 １回/年 全本数2,924本の１%剪定

針葉樹
幹周15㎝以上30㎝未満

本 27 １回/年 全本数2,699本の１%剪定

常緑樹
幹周15㎝以上30㎝未満

本 2 １回/年 全本数178本の１%剪定

落葉樹
幹周15㎝以上30㎝未満

本 2 １回/年 全本数157本の１%剪定

針葉樹
幹周30㎝以上60㎝未満

本 1 １回/年 全本数100本の１%剪定

下草刈り（運搬・処
分含む）

肩掛式 ㎡ 42,476 １回/年 樹木帯

（注１）大規模な行催事の開催等により、利用客の増加が見込まれる際には、指定管理者の判断により当該箇所の芝刈りを重点的に

　　　行うなど、方法や作業頻度は任意とする。

（注２）芝刈りについて、斜面地や工作物の周囲などは肩掛式により行うものとする。

整姿(軽)剪定（運
搬・処分含む）

樹木管理工

別図５参照

植栽管理基準内訳書
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別図４－１
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別図４－２
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別図４－３



36

別図４－４
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別図４－５
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別図４－６
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別図４－７
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別図４－８



別図５ー１
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6,783 2,5501,692 1,979 484 4 74

別図５ー２
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別図５ー３
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べつず　



別図５ー４
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8,520 6,305 2,215

別図５ー５
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別図５ー６
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別図５ー７
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別図５ー８
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別図５ー９
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別図５ー10
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別図５ー11
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別図５ー12
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別図５ー13
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